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トレードオフからトレードオンへ
競争力を生み出すESG

花王は、企業理念「花王ウェイ」において、「豊かな共生世界の
実現」を使命としています。そして、ESGを組み込んだ「よきモノ
づくり」を通じて、イノベーションを生み出し、製品を開発し、持
続的な価値を創造します。この「よきモノづくり」を推し進めるこ
とが、花王ウェイの使命を具現化することにつながると考えてい
ます。

この「よきモノづくり」の根底にあるのが、「Maximum with 
Minimum」です。これは、生活者・顧客への価値を最大化しな
がら、設計段階から資源の無駄な使用を抑えて環境・社会への
負荷は低減する。そしてこれを、経済合理性と両立する形で実現
するという考え方です。

サステナビリティは、機能性と、環境・社会への影響のどちら
を優先するかという二者択一で語られることがあります。しかし、
私たちは、価値創造とサステナビリティを「トレードオフ」の関係
とは捉えていません。サイエンスとイノベーションの力で、これら
を同時に実現する。すなわち、両者を「トレードオン」の関係とし
て捉えています。環境負荷が低く、性能が高い製品は、価格競争
力と顧客ロイヤルティを高めます。花王にとってESGは、企業理
念を実現するためのものであると同時に、競争力と企業価値を高
めるものでもあります。

ESGでグローバル・シャープトップを加速する
中期経営計画「K27」のもとで成長に向けた基盤づくりを進め

ている今、ESGは成長戦略を単に補完するものではなく、加速さ
せるものです。

花王のグローバル・シャープトップ戦略は、花王ならではの強
みを用いて社会のニーズに応える、先進的なソリューションを提
供することを目指しています。この考え方は、「社会的有用性」と

「排他的独自性」を同時に強化することにつながります。

例えば、食器用洗剤「キュキュット ゴシゴシいらずの泡パック」
は、吹きかけるだけで高い洗浄力を発揮すると同時に、洗浄時
に使用する水の量を削減しています。こうした製品は、生活者が
日々の習慣を大きく変えることなく、よりサステナブルな暮らしを
送ることを後押しします。

産業向けの金属部品用防錆洗浄剤「ステイブライト」は、従来
よりも低い温度で高い洗浄力を発揮するため、顧客の操業コスト
削減と環境負荷低減の両立に貢献しています。

これらは、機能性とサステナビリティのいずれかを犠牲にする
ものではなく、その両立が可能であることの証です。サステナブ
ルなイノベーションを通じて、変化するお客様のニーズに応えな
がら競争力をさらに高めています。その成果は事業成長の原動力
となり、ポートフォリオ全体のROICやEVAの向上にも大きく貢
献しています。

この「トレードオン」は、花王ならではのビジネスモデルに支え
られています。グローバルコンシューマーケア事業とケミカル事
業の双方を有し、界面活性剤や油脂誘導体などの主要素材の開
発から、それらを活用した製品の設計・製造に至るまで、サプラ
イチェーンを垂直統合しています。このビジネスモデルが、素材
の段階から高い機能性と環境性能とを両立させる技術開発を可
能にしているのです。

パーム油およびパーム核油は、その可能性を示す好例です。こ
れらは花王製品の中核を担う界面活性剤や洗浄基剤の重要な原
料であり、花王は原料の源流にさかのぼって責任ある原材料調
達を進めています。具体的には、2025年末時点で、パーム油は
アブラヤシ農園までのトレーサビリティを91%まで高めており、
2030年までに100%を目指しています。また、パーム果実のこ
れまで活用されてこなかった部分を、高機能な界面活性剤「Bio 
IOS®」へと転換する取り組みも進めています。こうして花王は、
サステナビリティを競争力へとつなげています。

これこそが、花王のESG戦略「Kirei Lifestyle Plan」が目指
すものです。すなわち、日々の暮らしを向上させ、環境負荷を低
減し、企業価値を高めることにほかなりません。

花王の取り組みはまだ道半ばでありますが、同時に大きな可能
性があると考えています。脱炭素において、スコープ1＋2の排
出量は、2030年の55%削減目標に対して47%まで進んでおり、
この目標はSBTiにより1.5℃目標に整合するものとして認定され
ています。これは、消費電力の78%を再生可能エネルギー由来
の電力で賄っていることに支えられています。一方で、スコープ3
は、私たちにとって、より大きな挑戦が必要な領域です。花王の
排出量の大部分は原材料と製品の使用の段階に集中しています。
イノベーションと、ケミカルからコンシューマーまで一貫した事
業基盤を持つという花王の強みは、脱炭素などの取り組みを牽引
する力となりますが、その実現にはバリューチェーン全体での協
働が不可欠です。花王は、サプライヤーをはじめとするステーク
ホルダーと緊密に連携しながら取り組みを進めていきます。

花王には、価値創造とサステナビリティを同時に実現するため
のサイエンス、ビジネスモデル、イノベーションの力があると信じ
ています。ステークホルダーの皆さまとともに、事業成長と社会・
環境価値を生み出し、信頼・イノベーション・成長の好循環をさ
らに強化することで、豊かな共生世界の実現に向けて、より一層
取り組んでまいります。
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